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新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
に

対
し
、
退
連
と

し
て
は
引
き
続
き
最
大
限
に
注

意
し
な
が
ら
、
対
面
も
含
め
て
創

意
工
夫
あ
る
活
動
を
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

参
院
選
は
日
本
の
帰
趨
を
決

す
る
選
挙
で
し
た
が
、
議
論
が
深

ま
ら
な
い
ま
ま
投
票
日
を
迎
え

ま
し
た
。
終
盤
に
安
倍
元
首
相
の

銃
撃
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が

起
き
、
選
挙
へ
の
影
響
も
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
結
果
は
、
自
民

が
単
独
過
半
数
を
確
保
、
維
新
も

比
例
票
で
立
憲
を
上
回
り
、
連
合

の
組
織
内
候
補
は
比
例
区
が
９

人
中
８
人
、
選
挙
区
は
46
名
中

14
名
の
当
選
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。
大
変
厳
し
い
結
果
で
す
。
国

際
情
勢
、
財
政
、
金
融
、
円
安
、

物
価
高
、
少
子
高
齢
化
の
問
題
な

ど
、
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
し
っ
か
り
し
た
総
括
を
行

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

自
民
党
は
黄
金
の
３
年
間
を

手
に
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

岸
田
総
理
は
改
憲
を
目
指
す
発

言
を
し
て
お
り
、
今
後
の
政
策
を
、

厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
総
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
あ
る
通
り
平
和
と
民
主
主

義
を
守
り
、
戦
争
を
さ
せ
な
い
活

動
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
連
合
と
協

力
し
な
が
ら
、
現
退
一
致
の
運
動

を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

退
連
は
昨
年
の
結
成
30
周
年

を
機
に
、
次
世
代
継
承
委
員
会
を

作
り
、「
次
世
代
に
継
承
す
べ
き

社
会
と
は
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を

確
定
し
ま
し
た
。
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
目
指
し
て
、
全
国
の

仲
間
と
と
も
に
運
動
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

参
院
選
で
の

退
連
の
皆
様
の

ご
尽
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

厳
し
い
結
果
に
な
り
ま
し
た
が
、

歩
み
を
止
め
る
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
来
年
は
統
一
地
方
選
挙

で
す
。
引
き
続
き
働
く
者
、
生
活

者
の
立
場
に
立
つ
政
治
勢
力
の

拡
大
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。 

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
は
、
あ
い
ま

い
な
雇
用
で
働
く
人
、
女
性
や
外

国
人
な
ど
に
厳
し
く
、
中
小
企
業

に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
い
ま

す
。
連
合
は
格
差
是
正
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
強
化
の
政
策
制
度

の
取
り
組
み
を
続
け
ま
す
。 

２
０
２
２
春
季
生
活
闘
争
で
は
、

「
未
来
づ
く
り
春
闘
」
を
掲
げ
、

「
人
へ
の
投
資
」
を
積
極
的
に
求

め
た
結
果
、
多
く
の
組
合
が
賃
金

改
善
分
を
獲
得
し
、
中
で
も
中
小

組
合
は
、
２
０
１
５
闘
争
以
降
で
率

額
と
も
最
も
高
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
の
実
質
賃
金
水
準

は
依
然
低
く
、
国
民
の
多
く
が
物

価
上
昇
に
疲
弊
し
て
い
ま
す
。
継
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かけがえのない平和を 

未来を担う若者へつなごう  
― 日本退職者連合 第 26回定期総会 ― 
 

 7月 14日（木）、日本退職者連合は第 26回定期総会を開催しました。コロナ感染症対策のため今回の総会も出席

者を絞らざるを得ませんでしたが、YouTubeによるライブ配信を行い、参院選後の情勢を共有するとともに 2022年度

の方針、政策・制度要求を全体で確認しました。開会にあたっては、連合の松浦会長代行をはじめ、立憲民主党、国

民民主党、社会民主党からご挨拶をいただきました。なお、女性代議員は 119人中 12人、参画率は 10％でした。 

人
見
会
長
あ
い
さ
つ 

連
合 

松
浦
会
長
代
行 

あ
い
さ
つ 

（
裏
面
に
続
く
） 

連合会館 2階 大会議室 
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続
的
な
賃
上
げ
の
あ
り
方
な
ど
、

議
論
を
深
め
、
ま
た
、「
誰
も
が
時

給
千
円
」
を
目
標
に
最
賃
の
取
り

組
み
を
強
化
し
ま
す
。 

労
組
の
組
織
率
は
１
６
．
９
％
。
あ

い
ま
い
な
雇
用
で
働
く
人
、
外
国

人
労
働
者
な
ど
に
集
団
的
労
使

関
係
の
輪
を
広
げ
る
た
め
「
連
合

組
織
拡
大
プ
ラ
ン
２
０
３
０
」「

Wor
-

Q
」
を
軸
に
、
引
き
続
き
ナ
シ

ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

性
別
、
年
齢
、
国
籍
、
障
害
、

就
労
形
態
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、

す
べ
て
の
人
が
平
等
で
差
別
さ

れ
な
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
計
画

フ
ェ
イ
ズ
１
」「
意
思
決
定
の
場

へ
の
女
性
の
参
画
」
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
発
展
さ
せ
ま
す
。 

連
合
は
先
月
、
沖
縄
で
の
平
和

行
動
を
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
、
二

度
と
戦
争
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ

な
い
決
意
を
固
め
ま
し
た
。
し
か

し
、
国
外
に
目
を
転
じ
る
と
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か

ら
す
で
に
４
カ
月
。
戦
火
が
止
む

見
通
し
は
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
連

合
は
国
際
労
働
運
動
の
仲
間
と

と
も
に
、
一
刻
も
早
い
平
和
の
回

復
に
向
け
た
国
際
社
会
の
努
力

を
求
め
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

全
国
の
退
職

者
連
合
の
皆
さ

ん
に
ご
支
援
い

た
だ
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
議
席
を
伸
ば
せ
な

か
っ
た
こ
と
を
重
く
受
け
止
め

て
い
ま
す
。
候
補
者
の
一
本
化
は
、

引
き
続
き
努
力
し
て
い
か
な
く

て
は
い
け
な
い
。
有
権
者
の
皆
様

に
、
わ
か
り
や
す
い
対
決
の
構
図

を
作
り
、
届
け
て
い
く
こ
と
が
、

野
党
の
、
立
憲
民
主
党
の
使
命
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
沖
縄
県
知
事

選
、
統
一
地
方
選
に
向
け
て
、
最

大
限
こ
の
よ
う
な
構
図
作
り
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

組
織
内
候
補

の
内
１
名
が
当

選
で
き
な
か
っ

た
こ
と
は
痛
恨

の
極
み
で
す
。
10
代
か
ら
30
代

の
支
持
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
私

達
の
主
張
が
若
い
人
向
け
と
捉

え
ら
れ
た
こ
と
が
反
省
点
で
す
。 

 

年
金
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
現

役
の
給
料
が
持
続
的
に
上
が
る

経
済
体
制
を
作
ら
な
く
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
物
価
ス
ラ
イ

ド
発
動
ま
で
の
タ
イ
ム
ラ
グ
に

対
す
る
短
期
的
施
策
も
必
要
で

す
。
こ
の
30
年
で
ア
メ
リ
カ
の

名
目
賃
金
指
数
は
倍
に
、
韓
国
も

同
じ
く
ら
い
上
が
り
ま
し
た
。
世

界
の
最
賃
交
渉
は
、
時
給
20
ド

ル
、
30
ド
ル
の
レ
ベ
ル
で
す
。
日

本
は
経
済
政
策
を
間
違
っ
て
き

た
、
と
い
う
こ
と
に
尽
き
ま
す
。 

 

 

政
党
要
件
と

議
席
を
確
保
し
、

私
自
身
国
会
に

戻
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
だ
け
金
だ
け
自

分
だ
け
の
新
自
由
主
義
で
、
人
々

の
生
活
の
底
が
抜
け
ま
し
た
。
大

企
業
が
４
８
４
兆
円
内
部
留
保
を

た
め
込
む
一
方
、
実
質
賃
金
は

25
年
間
下
が
り
続
け
て
い
ま
す
。 

憲
法
９
条
は
、
戦
後
絶
大
な
力

を
発
揮
し
て
き
ま
し
た
。
権
力
者

を
縛
る
の
が
憲
法
で
す
。
憲
法
上

の
制
約
を
振
り
ほ
ど
き
、
戦
争
で

き
る
国
を
作
る
動
き
に
対
し
、
皆

さ
ん
と
と
も
に
反
対
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

浜
崎
代
議
員
（
全
国
退
女
教
） 

 

ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
後
進

国
の
日
本
で
、

退
女
教
は
闘

い
続
け
て
き

ま
し
た
。
退
連
の
方
針
に
基
づ
き
、

と
も
に
先
進
的
に
制
度
の
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

鍋
島
代
議
員
（
日
退
教
） 

 

25

年
に

女
性
参
画
率

30

％
と
い

う
目
標
は
賛

成
だ
が
、
大

変
厳
し
い
目
標
。
中
央
の
声
掛
け

だ
け
で
は
無
理
で
、
各
地
方
、
産

別
、
足
元
の
構
成
組
織
の
努
力
が

必
要
で
す
。
役
員
選
考
委
員
会
等

の
構
成
も
重
要
。
女
性
参
画
率
を

常
に
明
ら
か
に
す
べ
き
。 

 

東
代
議
員
（
愛
媛
） 

 

消
費
税
は

安
定
的
な
社

会
保
障
財
源

と
い
う
こ
と

で
増
税
さ
れ

た
が
、
今
の
不
景
気
の
大
き
な
マ

イ
ナ
ス
要
因
な
の
で
は
な
い
か
。

お
金
に
色
は
な
い
の
で
、
一
般
財

源
と
区
別
が
つ
か
な
い
。
さ
ら
な

る
増
税
も
さ
さ
や
か
れ
て
お
り
、

危
惧
し
て
い
ま
す
。 

  

政
党
か
ら
の
あ
い
さ
つ 

立
憲
民
主
党 

泉
健
太
代
表 

国
民
民
主
党 

玉
木
雄
一
郎
代
表 

社
民
党 

福
島
み
ず
ほ
党
首 

  

 

 

議
事
の
中
で
は
、
21
年
度
の
活
動
報
告
・
決
算
報
告
が
行
わ
れ
た
後

22
年
度
の
活
動
方
針
、
予
算
、
政
策
制
度
要
求
、
組
織
拡
大
方
針
が
提
案

さ
れ
、
審
議
の
後
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

＜お詫びと訂正＞ 

ふれあい情報 345号に、以下の誤りが

ありました。お詫びして訂正します。 

（2ページ） 

3段目（誤）戦い ⇒（正）闘い 

4段目（誤）全沖縄軍労働組合連合会 

    ⇒ （正）全沖縄軍労働組合 

代
議
員
の
発
言
か
ら 

報告書「次の

世代に継承す

べき社会と

は」は下の QR

コードから取

得できます。 

 

  

 


